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北毛保健生協組合員現勢
2015年１月末現在

組合員……………… 17,107人●
出資金………………６億8340万円
１人平均出資金…… 39,949円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

大腸肛門外来（毎週火　午前9：00～12：00 予約は不要です）おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽に受診して下さい。

２
月
の
寒
い
中

で
の
市
議
選
も
終

わ
り
ほ
っ
と
す

る
。
気
が
つ
け
ば

季
節
は
確
実
に
冬

か
ら
春
へ
と
向
か

っ
て
い
る
。
立
春
を
過
ぎ
15
日

目
は
雨
水
（
う
す
い
）
と
い
い

２
０
１
５
年
は
２
月
19
日
で
あ

る
が
農
耕
の
準
備
を
す
る
時
期

で
あ
り
啓
蟄
（
け
い
ち
つ
）
の

３
月
６
日
ま
で
の
時
期
を
さ

し
、
空
か
ら
降
る
も
の
が
雪
か

ら
雨
に
雪
が
解
け
水
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
。
草
木
が
芽
生
え

る
頃
で
昔
か
ら
農
耕
の
準
備
の

目
安
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
春
一
番
が
吹
く
の
も
こ
の

こ
ろ
で
、
大
雪
が
降
っ
た
り
も

し
ま
す
。
昨
年
の
大
雪
を
思
い

出
し
ま
す
が
、
三
寒
四
温
を
繰

り
返
し
な
が
ら
春
に
向
か
い
ま

す
。
そ
し
て
、
３
月
３
日
の
雛

祭
り
の
声
を
聴
く
と
心
が
晴
れ

や
か
に
な
り
ま
す
。
最
近
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
っ
た
こ
と
だ

が
、
あ
る
地
方
で
は
２
月
19
日

の
日
に
雨
水
の
お
雛
様
を
飾
る

と
良
縁
に
恵
ま
れ
る
と
い
わ

れ
、
飾
る
目
安
に
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
片
づ
け
る
の
は
婚
期

に
遅
れ
な
い
よ
う
に
３
月
８
日

ま
で
に
は
お
雛
様
は
し
ま
お
う

と
思
う
の
は
親
心
で
し
ょ
う

か
。
啓
蟄
―
冬
眠
し
て
い
た
虫

た
ち
が
目
を
さ
ま
し
て
地
上
に

這
い
出
て
く
る
。
活
動
は
開
始

で
す
。
北
毛
病
院
も
新
し
く
な

っ
た
病
院
で
３
月
23
日
の
診
療

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
組
合
員
の

期
待
は
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま

す
。
期
待
に
応
え
る
よ
う
活
動

開
始
で
す
。

（
木
暮
）

こ
の
３
月
23
日
、
北
毛
病
院
は
新
築
移
転
し
て
の
開
院
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
新
北
毛
病
院
は
、
多
く
の
組
合
員
と
地
域
社

会
の
人
び
と
に
よ
る
協
同
参
加
で
新
た
な
歩
み
を
始
め
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
あ
ら
た
め
て
地
域
の
医
療
福
祉
、
保
健
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
様
々
に
と
り
く
み
を
広
げ
、
す
べ
て
の
人
々
に
開

か
れ
た
組
織
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
上
に
、
み

ん
な
の
北
毛
保
健
生
協
、
頼
り
に
な
る
北
毛
保
健
生
協
、
誇
り

の
も
て
る
北
毛
保
健
生
協
を
基
本
課
題
と
し
ま
す
。

地
域
・
組
合
員
の
人
々
の
健
康
を
共
に
守
り

地
域
・
組
合
員
の
人
々
の
健
康
を
共
に
守
り 
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療
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北
毛
病
院
新
築
移
転

地
域
・
組
合
員
の
人
々
の
健
康
を
共
に
守
り 

　
　
医
療
福
祉
事
業
の
内
容
向
上
を
め
ざ
し
ま
す 

新
北
毛
病
院
は
、
①
医
療
福

祉
生
協
の
い
の
ち
の
章
典
を
実

践
し
ま
す
②
基
本
的
な
要
望

（
い
つ
で
も
診
て
も
ら
え
る
、

か
か
り
つ
け
、
安
心
と
信
頼
、

通
院
の
便
、
送
迎
、
接
遇
改
善
、

情
報
の
公
開
、待
ち
時
間
短
縮
、

環
境
、
清
潔
等
々
）
に
応
え
て

い
き
ま
す
③
入
院
時
の
療
養
環

境
を
改
善
し
ま
す
④
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な

ど
新
た
な
診
断
機
器
を
導
入
し

ま
す
⑤
リ
ハ
ビ
リ
医
療
機
能
を

充
実
し
ま
す
⑥
健
康
づ
く
り
生

協
と
し
て
人
間
ド
ッ
ク
等
の
健

診
を
強
化
し
ま
す
⑦
入
院
療
養

を
経
て
老
健
等
で
の
ケ
ア
、
そ

し
て
家
庭
復
帰
、
在
宅
医
療
介

護
と
連
携
を
す
す
め
ま
す
⑧
地

域
の
医
療
機
関
、
介
護
施
設
、

自
治
体
と
も
連
携
し
た
医
療
福

祉
を
担
い
ま
す
⑨
医
師
、
看
護

師
等
の
人
材
確
保
と
教
育
、
診

55人のみなさんが健康チェック　古巻協議会　スカイテルメ渋川

療
体
制
の
充
実
に
全
力
を
あ
げ

ま
す
⑩
組
合
員
の
事
業
参
加
と

協
同
に
よ
る
医
療
評
価
を
は
か

り
、
み
ん
な
の
声
を
民
主
運
営

に
活
か
し
ま
す
⑪
社
会
福
祉
で

あ
る
無
料
低
額
診
療
事
業
、
子

育
て
支
援
の
病
児
病
後
児
保
育

な
ど
強
め
ま
す
。

2/9 小野上支部 2/12 榛東支部

2/15 金島支部 2/11 市街地支部 2/12 伊香保支部

2/19 北橘支部 2/12 赤城支部 2/23 子持支部

日時：３月15日（日）
受付開始　　　　　　12：00～
第一部（式典） 13：00～14：00

第二部（記念講演） 14：15～16：00

介護講談『終わり良ければ』
講談師：田辺鶴瑛

場所：渋川市民会館　大ホール
主催：北毛保健生活協同組合

整理券は北毛保健生協事務局で用意しております。
入場には整理券が必要になります。

問い合わせ：0279-24-2141

今年も各支部で虹のバレンタイン行動が開催されました。
（１）社会保障をめぐる様々な課題について地域に広く知らせるとともに社会保障をよくするた
めの世論を喚起する。

（２）医療福祉生協の「明るいまちづくり活動」のとりくみなど、医療福祉生協のさまざまな活
動を、より多くの地域のみなさまにアピールする。
以上の２点をスローガンに掲げ、医療費患者負担、医療環境などに対するアンケートを行い、

多くのみなさまのご協力を頂きました。
（期間２／９～２／23 ９ヶ所　全体260人）

各支部で健康チェック行われる

2014年度『虹のバレンタイン』統一行動

北毛病院　落成記念式典

虹のバレンタイン行動 2/142/14 虹のバレンタイン行動 
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検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。 注：朝食を食べずに来院下さい。 問い合わせ先：北毛病院検査室　10279-25-2074》

2015年 消費者まつりに参加して
2015年２月15日（日）県庁県民ホールで、群馬県生協連・群馬県くらし

の会連絡協議会主催の消費者まつりが開催されました。「変えようくらし、
つくろう未来」をテーマに、各生協や団体が食や環境、健康などについて
消費者の皆さんに体験していただく場をつくり、1300人が来場しました。
私たち北毛保健生協のブースでは、血圧測定と医療相談をさせていただ

きました。短い時間ではありましたが、多くの方々にお立ち寄りいただき、
皆さんの健康に対する意識の高さを感じました。
医療相談の内容としては、隣で血圧測定をしていることもあり血圧に関

することが一番多かったです。胸の痛み・違和感、肩の痛み、糖尿病、関
節リウマチ、脈拍がおかしい、からだがだるい、手足のしびれ、不安感、
手術治療後のご相談などなど様々なご相談がありました。１人ひとり真剣
にご相談をお受けしたつもりではありますが、自分が未熟なもので、納得
のいく十分な回答をご提供できたかわかりません。少しでもお役に立てた
なら幸いです。皆さんの普段抱えているからだと心の悩み・不安を聞くこ
とができ、患者さんの気持ちに寄り添った医療がもっとできるようになり
たいと思いました。今後とも北毛保健生協を宜しくお願い致します。

（内科医師　森泉　和則）

▲１／30 北橘支部

▲２／23 赤城支部
t２／17 八木原支部

s
２
／
20

半
田
支
部

▲２／12 伊香保支部

▲２／16 吉岡支部

新春の 
つどい 

t
２
／
24

有
馬
支
部

t
２
／
22

豊
秋
支
部

大抽選会

53人が医療相談を受けました

『
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進

法
』（
２
０
１
４
年
成
立
）
は

医
療
・
介
護
・
年
金
・
生
活
保

護
・
国
保
な
ど
社
会
保
障
を

“

自
己
責
任‘

と“

営
利
化‘
に

よ
っ
て
大
改
悪
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

２
０
１
２
年
度
の
社
会
保
障

総
給
付
費
は
１
０
８
兆
５
０
０

０
億
円
で
昨
年
よ
り
１
兆
５
０

７
億
円
（
１
％
）
増
え
て
い
る

『
自
然
増
』
を
削
減
し
よ
う
と

い
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
分
野
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？
患
者
を
医
療
か

ら
追
い
出
し
、
そ
の
分
野
を
在

宅
や
介
護
費
用
を
抑
え
る
た
め

介
護
保
険
を
改
悪
し
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
削
減
す
る
『
安
上

が
り
』
な
医
療
・
介
護
提
供
体

制
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

①
要
支
援
の
訪
問
介
護
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
『
保
険
給
付
』

か
ら
市
町
村
が
実
施
す
る

「
総
合
事
業
」
に
移
す
。

②
利
用
料
を
１
割
負
担
か
ら
２

割
負
担
へ
、
さ
ら
に
３
割
負

担
を
め
ざ
す
。

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
者
を
要
介
護
３
以
上
と
す

る
。
特
養
入
所
待
ち
の
人
52

万
人
の
う
ち
要
介
護
１
、
２

の
人
は
17
万
８
０
０
０
人
い

ま
す
。

さ
ら
に
４
月
か
ら
の
「
介
護

報
酬
改
定
案
」
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
全
体
の
２
・
27
％
を
引
き

下
げ
、
特
養
な
ど
の
施
設
は
大

幅
削
減
し
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は

加
算
を
増
や
す
と
し
て
い
ま

す
。介

護
所
職
員
の
処
遇
改
善
に

月
平
均
１
万
２
０
０
０
円
分
上

乗
せ
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

基
本
報
酬
の
大
幅
に
引
き
下
げ

で
労
働
者
へ
の
し
わ
寄
せ
は
さ

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
憲
法
25
条
に

も
と
づ
き
人
権
と
し
て
の
社
会

保
障
を
実
現
す
る
仕
組
み
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
社
保
委
員
長
　
西
田
　
英
明
）

医
療
介
護
改
悪
に
反
対
を
!!

班会特集①

▲２／18 市街地合同
笑いケア体操

▼２／９　西浦班会
詩吟と笑いケア体操

「福島子ども応援団募金」・
「震災支援活動募金」のご協力
のお願い
東日本大震災が発生してから間もなく４年を迎えようと

しています。被災地は今なお厳しい状況におかれ、復興に
はまだ多くの支援が必要な状況です。日本医療福祉生協連
では、引き続き東日本大震災支援の一環として、福島子ど
も応援団募金と震災支援活動募金に取り組んでいます。
北毛保健生協では昨年、２回の現地支援を行い、被災地

の医療福祉生協と被災者の方から伺った要求をもとに活動
をすすめてきました。
今後も病院・診療所の窓口等で支援募金に取り組んでい

く予定です。みなさまのご支援を寄せていただき、被災地
及び被災生協を励ます募金にご協力お願いいたします。
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《“日曜お手軽健診”実施中！〈採血検査です。内容は肝機能・脂質・腎機能・貧血等の検査〉毎週日曜日の午前9時～12時。料金1,500円。

医療講座 医療講座 

「
あ
な
た
の
い
び
き
は
良
い
い
び
き
？
悪
い
い
び
き
？
」

〜
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は
〜

内
科
医
師
　
森
　
泉
　
和
　
則
　

北
毛
病
院
研
修
医
の
森
泉
和

則
と
申
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
睡

眠
中
に
大
き
な
い
び
き
を
し
て

途
中
で
息
が
止
ま
る
と
言
わ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
十

分
寝
て
い
て
も
日
中
に
眠
気
が

ひ
ど
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
も
し
か
し
た
ら
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。◆

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

と
は
？
◆

い
び
き
に
は
、
単
純
い
び
き

症
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
、

上
気
道
抵
抗
症
候
群
の
３
種
類

が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
睡
眠
中

に
息
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
が
特
に
問
題

と
な
り
ま
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ

Ａ
Ｓ
）
と
は
、
２
０
０
３
年
の

山
陽
新
幹
線
で
の
居
眠
り
事
故

で
注
目
を
浴
び
た
よ
う
に
、
日

中
の
眠
気
を
来
す
原
因
と
な
る

睡
眠
呼
吸
障
害
の
１
種
で
す
。

１
晩
７
時
間
の
睡
眠
中
に
30
回

以
上
の
無
呼
吸
（
10
秒
以
上
の

呼
吸
停
止
）
が
あ
る
か
、
も
し

く
は
睡
眠
１
時
間
に
平
均
５
回

以
上
の
無
呼
吸
を
繰
り
返
す
場

合
、Ｓ
Ａ
Ｓ
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

深
い
睡
眠
が
十
分
に
と
れ
な
く

な
り
ま
す
。
主
に
、
い
び
き
や

昼
間
の
眠
気
・
疲
労
感
、
熟
眠

感
が
な
い
、
集
中
力
の
低
下
、

起
床
時
の
頭
痛
、
夜
間
の
頻
尿

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

◆
原
因
は
？
◆

鼻
の
入
り
口
か
ら
声
を
出
す

声
帯
ま
で
の
空
気
の
通
り
道
を

上
気
道
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の

上
気
道
が
睡
眠
中
に
狭
く
な
る

タ
イ
プ
の
閉
塞
型
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
（
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
が
最

も
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

睡
眠
中
に
気
道
が
狭
く
な
る

要
因
に
は
、
①
肥
満
に
よ
る
首

部
分
の
脂
肪
の
増
加
②
舌
の
付

け
根
や
軟
口
蓋
（
口
の
中
の
奥

の
柔
ら
か
い
部
分
）
の
気
道
へ

の
落
ち
込
み
③
顎
が
小
さ
い
、

顎
が
後
退
し
て
い
る
④
扁
桃
腺

や
ア
デ
ノ
イ
ド
（
リ
ン
パ
節
）

が
大
き
い
⑤
鼻
の
構
造
的
な
問

題
（
鼻
筋
の
彎
曲
、鼻
が
低
い
）

な
ど
の
身
体
的
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
肥
満
の
方
の
病
気
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
肥

満
で
な
い
方
も
発
症
し
ま
す
。

◆
影
響
は
？
◆

肥
満
の
み
な
ら
ず
、
高
血
圧

を
は
じ
め
と
し
た
生
活
習
慣

病
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
糖
尿

病
を
合
併
す
る
危
険
性
が
増
大

し
ま
す
。
様
々
な
報
告
が
あ
り

ま
す
が
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
方
は
健
常

人
と
比
較
し
て
、
高
血
圧
を
合

併
す
る
可
能
性
は
２
倍
、
狭
心

症
・
心
筋
梗
塞
は
３
倍
、
脳
卒

中
は
４
〜
10
倍
、
糖
尿
病
は

１
・
５
倍
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

日
中
の
眠
気
の
た
め
に
、
仕
事

や
学
業
の
能
率
低
下
の
み
な
ら

ず
、
交
通
事
故
、
労
働
災
害
な

ど
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
社
会
問

題
と
も
な
り
え
ま
す
。

◆
検
査
は
？
◆

日
中
の
眠
気
を
問
診
す
る
エ

ッ
プ
ワ
ー
ス
眠
気
尺
度
（
Ｅ
Ｓ

Ｓ
）
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
日

常
生
活
に
関
す
る
眠
気
の
具
合

《２月班会開催一覧》
支部名 班　　名 人 数 班　会　内　容

八木原
北合同 7 レインボー体操
南合同　　 11 笑いケア体操

豊　秋

西浦 6 詩吟、笑いケア体操
畑ヶ中 6 笑いケア体操
中村前田 3 健診結果について
合同　 8 桜餅づくり

吉　岡
コスモス 11 健康体操
合同　　 9 ダンベル体操

有　馬
南有馬　　 5 体組成計
上有馬神戸 15 体組成計、新年会

子　持 けやき 10 脳いきいき
榛　東 合同　　　 8 介護施設見学
金　島 川島配布者交流 14 配布者昼食交流会
市街地 合同 10 笑いケア体操

▲２／９　豊秋畑中班
笑いケア体操

▲２／21 川島配布者交流
班会　昼食交流会

▼２／16 榛東合同班会
介護施設めぐり（柿の木坂）

に
点
数
を
つ
け
て
も
ら
う
テ
ス

ト
で
す
。
点
数
が
高
い
ほ
ど
重

症
で
す
。

機
械
を
使
っ
て
睡
眠
時
の
様

子
を
調
べ
る
た
め
に
簡
易
検
査

を
行
い
ま
す
。
①
終
夜
経
皮
的

動
脈
血
酸
素
飽
和
度
測
定
と
②

携
帯
型
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。
①
は
指
先

に
体
の
酸
素
の
値
を
み
る
機
械

を
睡
眠
時
に
つ
け
る
も
の
で

す
。
②
は
①
に
加
え
て
鼻
呼
吸

を
み
る
機
械
や
胸
の
動
き
を
み

る
機
械
も
睡
眠
時
に
つ
け
る
も

の
で
す
。
自
宅
で
１
日
〜
３
日

間
①
か
②
の
検
査
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
検
査
に
よ
っ
て

異
常
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
関

し
て
は
、
脳
波
も
含
め
た
終
夜

睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

（
Ｐ
Ｓ
Ｇ
）
を
１
泊
２
日
で
行

い
ま
す
。
よ
り
詳
細
に
睡
眠
時

の
体
の
状
態
を
み
る
検
査
で
あ

り
、
Ａ
Ｈ
Ｉ
（
無
呼
吸
低
呼
吸

指
数
）
と
い
う
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
重
症

～１月号クロスワードパズル当選者発表～
阿久澤和彦、杉本明美、加藤逸雄、塚田敏枝、外丸きく江、
渡辺武雄、渡辺雅則、渡辺千可江、石塚利雄、長塩和徳、
鈴木義一、玉橋八重子、羽鳥とも子、細野富子、南雲英二郎、
飯野宏、白勢素子、白勢美晴、白勢庸夫、長坂澄子（敬称略）
※賞品の図書券は随時お届けいたします。

機関紙編集委員会

度
を
決
め
る
数
値
を
調
べ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
Ｐ
Ｓ
Ｇ
を
も

っ
て
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
診
断
と
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◆
治
療
◆

主
な
治
療
法
に
は
、
Ｃ
Ｐ
Ａ

Ｐ
（
鼻
マ
ス
ク
を
介
し
て
空
気

を
送
り
上
気
道
の
閉
塞
を
防
止

す
る
機
械
）、
口
腔
内
装
置

（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
様
）、
手
術
、

薬
剤
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
あ

り
ま
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
と

し
て
は
、
肥
満
で
あ
れ
ば
減
量

を
行
い
、
仰
向
け
で
は
な
く
舌

や
顎
が
落
ち
込
み
に
く
い
横
向

き
で
寝
る
、
睡
眠
前
の
ア
ル
コ

ー
ル
を
控
え
る
と
い
っ
た
方
法

が
あ
り
ま
す
。
以
上
の
治
療
法

は
必
ず
し
も
単
独
で
行
う
必
要

は
な
く
、
適
宜
組
み
合
わ
せ
て

行
う
こ
と
が
よ
り
効
果
的
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
関
し
て
は

耳
鼻
科
、
循
環
器
内
科
、
呼
吸

器
内
科
、
歯
科
な
ど
多
く
の
診

療
科
が
関
わ
っ
て
い
る
分
野
と

な
っ
て
お
り
、
治
療
方
針
決
定

に
お
い
て
複
数
科
に
よ
る
診
療

体
制
が
必
要
で
し
ょ
う
。

◆
ま
と
め
◆

「
睡
眠
は
人
生
の
１
／
３
を

占
め
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

現
代
社
会
で
は
日
本
人
の
５
人

に
１
人
が
睡
眠
障
害
に
悩
ん
で

い
る
と
言
わ
れ
、
睡
眠
呼
吸
障

害
の
中
で
最
も
頻
度
が
高
い
の

が
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
で

す
。し
か
し
、本
疾
患
は
特
徴
的

症
状
が
乏
し
い
た
め
、
大
多
数

の
患
者
さ
ん
が
未
治
療
の
ま
ま

過
ご
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

適
切
な
治
療
を
す
れ
ば
短
期
間

で
改
善
し
、
日
中
も
元
気
に
仕

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
合
併

症
の
進
展
を
予
防
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が

あ
る
方
は
一
度
病
院
を
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

イ
ス
ラ
ム
国
に
よ
る
日
本
人

の
人
質
殺
害
。
犠
牲
に
な
っ
た

湯
川
、
後
藤
両
氏
の
拘
束
を
政

府
と
し
て
把
握
・
認
知
し
て
い

な
が
ら
中
東
訪
問
し
、
カ
イ
ロ

で
「
イ
ス
ラ
ム
国
と
た
た
か
う

周
辺
諸
国
に
２
億
ド
ル
を
支
援

す
る
」
と
演
説
。「
こ
う
い
う

演
説
を
や
れ
ば
２
人
に
危
険
が

及
ぶ
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た

の
か
」
と
国
会
質
問
で
迫
ら
れ

る
と
、
首
相
は
「
ま
る
で
イ
ス

ラ
ム
国
を
批
判
し
て
は
な
ら
ぬ

よ
う
な
印
象
だ
。
テ
ロ
リ
ス
ト

に
私
が
屈
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
、
す
り
か
え
答
弁
。
配
慮
し

た
言
葉
を
選
ぶ
必
要
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
に

は
、「
イ
ス
ラ
ム
国
に
気
を
配

り
、
彼
ら
の
意
向
に
沿
う
ス
ピ

ー
チ
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
」

と
答
え
る
首
相
。
人
質
事
件
を

機
に
、
安
倍
首
相
は
「
邦
人
救

出
」
の
た
め
に
自
衛
隊
派
遣
や

ア
メ
リ
カ
な
ど
「
有
志
連
合
」

に
よ
る
空
爆
の
後
方
支
援
な
ど

を
口
に
し
て
い
ま
す
が
、
２
月

３
日
の
国
会
答
弁
で
は
つ
い
に

自
衛
隊
派
遣
の
た
め
の
憲
法
改

定
ま
で
言
い
だ
し
ま
し
た
。
自

民
党
が
用
意
し
て
い
る
憲
法
改

正
草
案
は
、
現
在
の
憲
法
前
文

か
ら
「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
」
な
ど

の
文
書
を
削
除
し
、
戦
争
を
放

棄
し
た
９
条
は
「
自
衛
隊
の
発

動
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」

と
明
記
す
る
も
の
に
変
え
、
自

衛
隊
は
「
国
防
軍
」
に
す
る
な

ど
と
い
う
も
の
で
す
。
安
倍
首

相
は
憲
法
改
定
を
「
国
民
を
守

る
た
め
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

か
つ
て
日
本
が
韓
国
や
中
国
東

北
部
を
侵
略
し
た
時
に
同
様
の

口
実
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
戦
争

と
言
う
手
段
で「
国
民
を
守
る
」

な
ど
と
い
う
の
は
今
日
の
世
界

に
通
用
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
軍
事
的
対
応
に
前
の
め

り
で
、
自
衛
隊
派
兵
を
急
い
で

い
る
と
し
か
見
え
な
い
安
倍
政

権
の
態
度
で
は
、
武
力
行
使
の

応
酬
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
戦

争
を
放
棄
し
た
憲
法
を
持
つ
国

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。（
機
関
紙

編
集
副
委
員
長
　
中
澤
　
勤
）

「
テ
ロ
に
屈
し
な
い
」
と
は

自
衛
隊
派
遣
の
こ
と
か

班　会
特集②
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丸
　
橋
　
和
　
子
　
金
　
井

名
　
倉
　
て
　
る
　
　
〃

金
　
井
　
保
太
郎
　
　
〃

金
　
井
　
　
　
智
　
　
〃

小
野
塚
　
ゆ
き
子
　
　
〃

堀
　
地
　
徳
　
男
　
　
〃

堀
　
地
　
如
　
子
　
　
〃

西
　
澤
　
あ
や
子
　
　
〃

茂
　
木
　
ツ
ギ
子
　
南
　
牧

浅
　
見
　
安
　
子
　
川
　
島

小
　
林
　
久
太
郎
　
　
〃

伊
　
豆
　
あ
さ
子
　
　
〃

大
　
竹
　
つ
る
子
　
　
〃

野
　
村
　
隆
　
司
　
　
〃

野
　
村
　
ア
サ
コ
　
　
〃

野
　
村
　
千
賀
子
　
　
〃

野
　
村
　
直
　
昌
　
　
〃

佐
　
藤
　
キ
ヨ
子
　
　
〃

野
　
村
　
昌
　
史
　
　
〃

飯
　
塚
　
　
　
勇
　
　
〃

石
　
川
　
栄
　
司
　
　
〃

荒
　
木
　
陽
　
子
　
　
〃

飯
　
塚
　
勝
　
明
　
　
〃

荒
　
木
　
昭
　
夫
　
　
〃

荒
　
木
　
由
美
子
　
　
〃

a

橋
　
行
　
子
　
祖
母
島

渡
　
　
　
勝
　
枝
　
　
〃

横
　
手
　
澄
　
子
　
　
〃

福
　
島
　
幸
　
江
　
　
〃

町
　
田
　
フ
ク
ヱ
　
　
〃

福
　
島
　
フ
　
ミ
　
　
〃

福
　
島
　
由
紀
子
　
　
〃

福
　
島
　
キ
　
ン
　
　
〃

栗
　
原
　
正
　
行
　
　
〃

栗
　
原
　
直
　
子
　
　
〃

〔
小
野
上
〕

佐
　
藤
　
正
　
子
　
小
野
子

小
　
野
　
　
　
實
　
　
〃

小
　
野
　
文
　
子
　
　
〃

飯
　
塚
　
た
け
子
　
　
〃

小
　
野
　
浩
　
子
　
　
〃

野
　
村
　
き
　
よ
　
　
〃

佐
　
藤
　
真
　
弓
　
　
〃

吉
　
澤
　
廣
　
治
　
　
〃

野
　
田
　
千
枝
子
　
村
　
上

宮
　
下
　
敏
　
江
　
　
〃

宮
　
下
　
國
　
雄
　
　
〃

吉
　
澤
　
キ
ミ
エ
　
村
　
上

中
　
澤
　
玉
　
江
　
　
〃

塩
　
原
　
セ
　
ツ
　
　
〃

塩
　
原
　
和
　
幸
　
　
〃

唐
　
澤
　
崇
　
子
　
　
〃

吉
　
沢
　
ナ
ツ
エ
　
　
〃

小
　
野
　
　
　
鎭
　
　
〃

小
　
野
　
春
　
江
　
　
〃

戸
　
塚
　
隆
　
夫
　
　
〃

岡
　
本
　
よ
し
子
　
　
〃

岡
　
本
　
節
三
郎
　
　
〃

岡
　
本
　
セ
ツ
子
　
　
〃

飯
　
塚
　
幹
　
典
　
　
〃

金
　
子
　
婦
　
じ
　
　
〃

田
　
村
　
晴
　
幸
　
　
〃

小
　
池
　
直
　
枝
　
　
〃

小
　
池
　
あ
ゆ
み
　
　
〃

〔
赤
城
〕

阿
　
部
　
初
　
江
　
溝
呂
木

木
　
暮
　
す
み
江
　
　
〃

木
　
暮
　
洋
　
子
　
　
〃

木
　
暮
　
は
つ
子
　
　
〃

諸
　
田
　
和
　
雄
　
　
〃

宮
　
内
　
孝
　
子
　
三
原
田

小
　
林
　
君
　
江
　
　
〃

都
　
丸
　
富
　
司
　
　
〃

岩
　
井
　
　
　
栄
　
　
〃

関
　
口
　
養
　
作
　
上
三
原
田

嶋
　
村
　
さ
　
ち
　
　
樽

角
　
田
　
喜
　
和
　
津
久
田

狩
　
野
　
ひ
さ
子
　
　
〃

須
　
田
　
　
　
町
　
　
〃

斉
　
藤
　
英
　
子
　
敷
　
島

新
　
城
　
權
次
郎
　
　
〃

〔
吉
岡
〕

杉
　
木
　
昌
　
人
　
下
野
田

金
　
井
　
阿
佐
子
　
　
〃

坂
　
田
　
常
　
治
　
　
〃

齊
　
藤
　
一
三
三
　
　
〃

高
　
橋
　
洋
　
子
　
　
〃

高
　
橋
　
八
十
二
　
　
〃

高
　
橋
　
と
も
子
　
　
〃

羽
　
鳥
　
と
も
子
　
　
〃

牛
　
久
　
克
　
芳
　
　
〃

中
　
澤
　
ヒ
デ
子
　
漆
　
原

中
　
澤
　
　
　
勝
　
　
〃

中
　
島
　
季
　
子
　
小
　
倉

亀
　
井
　
敏
　
機
　
　
〃

猪
　
俣
　
友
　
子
　
上
野
田

猪
　
俣
　
智
　
恵
　
　
〃

猪
　
俣
　
恵
梨
子
　
　
〃

猪
　
俣
　
雄
　
輔
　
　
〃

猪
　
俣
　
陽
　
輔
　
　
〃

千
木
良
　
文
　
代
　
　
〃

石
　
関
　
ミ
ツ
エ
　
陣
　
場

石
　
関
　
瑞
　
恵
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職員募集 職員募集 職員募集 

ご連絡の上、履歴書をお送りください。 

（連絡先） 
　渋川市有馬237-1 
　北毛保健生活協同組合 
　TEL 0279-24-1234 
　　　　　　　　　総務部　鈴木まで 

医　　　師 
看護師（正・准） 
看 護 助 手 
薬　剤　師 
言語聴覚士 
介護支援専門員 
介護福祉士 
理学療法士 
作業療法士 
社会福祉士 
マイクロバス運転手 

常勤・パート 
夜勤可能な方歓迎 
常勤・パート 
常勤・パート 
常勤 
常勤 
常勤 
常勤 
常勤 
常勤 
パート 
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ます 
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前
配
布
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ん
の
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引
き

継
ぎ
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く
ら
し
と
医
療
」
を
配

り
始
め
て
か
ら
も
う
11
年
に
な

り
ま
す
。散
歩
が
て
ら
30
〜
40

分
ぐ
ら
い
か
け
て
20
部
配
っ
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
家
が
留

半
田
支
部

石
井
　
米
子
さ
ん

¡
配
布
者
さ
ん
紹
介
¡

守
で
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
る

だ
け
で
す
が
、
家
の
人
が
外
に

出
て
い
る
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て

く
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

子
ど
も
や
孫
に
囲
ま
れ
、
先

日
は
曽
孫
も
生
ま
れ
て
、ま
た
、

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
85
才

の
今
も
、
歩
く
の
が
好
き
で
元

気
で
い
ら
れ
る
、
こ
と
を
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

橋本
吉野
宇敷
有馬

木村
生方（予約）
有馬
（隔週）

福江 福江
（PM5:30～6:30）

大島
＝根本 （大島） 鈴木 休診 休診 休診 休診 生方

生方
飯島
有馬
＝下村
＝小澤

田口
有馬
＝桑原

(第2･3･4）
＝古賀

髙橋 休診 助川
＝大島 手術日 八代

鈴木 八代 勝本 勝本 休診
橋本
＝桑原

(第 1午後）

橋本
吉野
宇敷
有馬
＝生方

久保
有馬
＝桑原

（第1夜間）

福江

福江
（PM5:30～6:30）
予防接種

（PM3:00～5:00）

小暮
＝根本 （大島） 鈴木 鈴木 休診 休診 山田 小林

飯島（～AM10：30）
宇敷
有馬
＝小澤
＝反町

有馬
橋爪
（夜間）
（夜間）
（夜間）

柳屋 休診

大島
第1・3・5安藤

＝助川
（第2・4）

橋爪
=根本

( 夜間 )
鈴木

休診
渡辺

（第１夜間）
休診 休診 休診 生方

吉野
片田
田口
錦戸

第2鈴木伸

田口
＝増田 堀口

福江
（PM5:30～6:30）
予防接種

（PM2:00～4:00）

小暮 小暮
＝小暮 八代

八代
＝柄沢

（第1）
土橋 土橋 休診 橋本

吉野
飯島
有馬

第1･3･5木村
第2･4桑原
＝医師交代
＝船田
＝橋本

休診 福江 休診 助川
＝根本 休診 鈴木 休診 休診 休診 休診 小林

北毛病院 (24)1234    北毛診療所 (24)2818 

火曜日：午後、金曜日：午後 病 院

木曜日：夜間、土曜日：午前 病 院

火・水・木・土曜日：午前 病 院

第1水曜日：夜間
病 院

第2･3･4火曜日：午後

第1火曜日：午後 診療所

木・土曜日：午前 病 院

月 ･水 ･土曜日：午前 病 院

火・第2・4木曜日：午前 病 院

木曜日：夜間 病 院

第1金曜日：午後 病 院

金曜日：午後 病 院

木曜日：夜間 病 院

木曜日：夜間 病 院

水・金曜日：午後 病 院

・ 受付時間（AM８：30～12：00、PM１：00 ～
５：00、夜間PM６：00～６：30）

　　・午後の診療はPM2：00開始となります。
　　・ 月曜日午後の生方医師の診療はPM2：30開始、

受付はPM４：30までとなります。
　　・ 有馬医師の午後の診療はPM3：00開始となり

ます。
　　・ 外科の午後は検査･手術等のため休診となる場

合があります。事前にお問い合わせください。
　　・ 専門外来は予約のみの診療、初診予約不可の場

合があります。事前にお問い合わせください。

積
　
　
　
　
立

教育文化委員長　吉村　多美子
「楽しく学び、共に医療生協のあしたを語り合いましょう」を
合言葉に、今年も医療生協学校を開講致します。「医療生協って
何？」、生協の歴史、生協法、「医療生協いのちの章典」、新病院
建設の話を、手作りのテキストを使って学び合いましょう。
各支部２名の受講生を選出していただき、申し込み書にご記入
の上、生協組織部までご提出願います。

記
◆と　き：4月11日（土）午前9時30分～午後4時まで（※受付9時）
◆ところ：北毛病院１階　　会議室
◆募集人数：支部26人（各支部２人）
◆費　用：500円（１人分）／当日集金します。
◆内　容：
①「歴史と北毛保健生協の歩み」 ②「生協法」
③「医療福祉生協のいのちの章典」 ④「新病院となって」
◆昼　食：お弁当を用意しています。
問い合せ先 北毛保健生協事務局

電話：0279（24）2141（担当　角田）

新
病
院
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に
伴
う
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診
の
お
知
ら
せ

北
毛
病
院
は
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０
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５
年
３
月
23
日
よ
り
、
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院
西
側
の
隣
地
に
新
築
移
転
し
ま
す
。

新
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き
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す
。
こ
の
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間
は
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の
受
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れ
を
含
め
た
休
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と
な
り
ま
す
。
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
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何
卒
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了
承
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だ
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ま
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よ
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ま
す
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休
診
期
間
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１
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年
３
月
20
日（
金
）午
後
５
時
か
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３
月
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月
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前
９
時
ま
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２
０
１
５
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１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
毛
病
院
　
院
長
　
根
本
雅
明

眼科医師派遣終了のお知らせ　この度、埼玉医科大学附属病院からの眼科医師派遣が、2015年３月31日をもちまして終了となります。
診療継続に向けて調整を行っておりますが、困難な状況となっております。皆様には大変ご迷惑をおかけ致しますが、何卒ご了承い
ただきますようお願い申し上げます。お問い合わせ先：0279-24-1234 北毛病院　眼科外来（火曜・金曜日　14：00～17：00）
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北毛保健生協教育文化委員会

第19回（2014年度）「医療生協学校」受講生募集
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